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BOSS この街の支店長さんは熱い
ただ，この夏の暑さには手を焼いているようだ

県内で活躍するホットな支店長さんに，
いろんなお話を伺いました。
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厚地　洋樹 様
鹿児島銀行　隼人支店
支店長
中小企業診断士

Pro�le
昭和43年生
志布志市志布志町志布志出身
平成３年入行
審査部，東京支店，本店営業部などでの勤務を経て，
今年４月１日より現職

あつ　ち　　　　ひろ　き

地域の特色を教えていただけますか？
　京セラ，アルバック，SONY関連の製造業が集積して
いることから，JR隼人駅より東側は，商業地としての開
発に勢いがあり，住宅地化も進んでいます。
　また，同駅西側は鹿児島神宮の表参道として栄えた
地域であり，伝統的な文化を残しながら人口も増加して
いる県内では数少ない地域です。

どんな支店にしていきたいですか？
　お客様にとって親しみやすく距離感が近い店にした
いと思っています。
　そのためには，店内のコミュニケーションも大事であ
り，部下に対しては可能な限り声掛けをするようにして
います。

支店長さんのモットーをお聞かせ下さい
　「我以外皆我師」
　（人だけでなく物や事象などすべてのことが先生であ
る）
　そういう気持ちがなくなると，成長は止まってしまう
と思っています。
　「悩んでいる時，大変な時こそ，自身が活性化している
ということ」は部下にもそれとなく伝えているつもりで，
自分にもそう言い聞かせています。

行員生活で最も心に残る経験を教えていただ
けますか？

　審査部で経営改善指導班に配属された時に，色んな
お客様とひざを突き合わせて，お互いが納得するまで対
話をさせて頂いたことです。
　お客様の事業継続のための改善スキームが，なかな
か受け入れてもらえないこともあり，どうやったら同じ
方向を向いて進むことが出来るのか？，いろんなケース
を経験したことは，今でも財産となっています。

最後に保証協会へ一言お願いいたします
　地方にとって「人」は重要な経営資源です。そういった
意味で事業承継は，地域活性化の一丁目一番地の課題
であり，中小企業者に特化した業務を行う協会さんと
も，協働共生しながら取り組めることがあると思ってい
ます。地方創生のため一緒に頑張りましょう。
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▶昭和25年に開設された店舗の写真。
県内でも歴史のある支店であり，

厚地支店長は34代目の支店長にあたる
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かごしま錦江湾サマーナイト大花火大会
（鹿児島県鹿児島市）
2000年よりスタートし、今では鹿児島の夏の風物
詩として定着。主催者発表によると第18回大会
（2018年開催）の来場者数は14万5千人でした。
メイン会場は鹿児島港本港区。この周辺では浴衣
姿も目立ちます。また、花火が見えるのはメイン会
場だけではありません。石橋記念公園や城山展望
台をはじめ、海辺に高台に見物スポットは多数。船
上や桜島側からも花火を楽しめます。開催当日は
鹿児島市内のあちこちで光と音を感じられ、街全
体がお祭り気分に酔いしれます。

■ 表紙の写真
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お知らせ Information

創業者支援セミナーのご案内

　創業後 3 年以内の中小企業者を対象として，知っておきたい労務管理の注意点等に
ついて，専門家である社会保険労務士の先生にわかりやすく解説していただきます。
　ぜひともこの機会にご参加いただき，経営にお役立てください。

※次のような方は，是非ご参加をご検討ください。
◎事業拡大のため，新たな雇用を考えている方
◎従業員の雇用について不安を抱えている方
◎従業員が定着せず困っている方

●　日　時：平成 30 年９月 27 日（木）
　　　　　　１5 時 00 分～
●　会　場：ソーホーかごしま 会議室
　　　　　　（鹿児島市易居町１番２号　鹿児島市みなと大通り別館 6 階）
●　参加費：無料
●　定　員：３０名程度

◆テーマ：「人材確保や労務管理のポイント」
　講　師：荒木　真由 氏

（荒木麻友ナビオフィス株式会社　代表　社会保険労務士）

プログラム

お問い合わせ先

経営支援部　創業・経営支援課
　　［担当］田口・鎌田
　　TEL 099-223-0274　FAX 099-222-1093
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　平成３０年７月 22 日（日）、ホームゲームにあわせて鹿児島ユナイテッドＦＣが行った“ス
タジアム de 縁日”というイベントに，小学生以下の子供を対象にした工作ブース「プラバン
で指輪・キーホルダーをつくろう！」を出展しました。
　当日は，およそ１１０名の子供達とその保護者の方に楽しい時間を提供でき，会場を盛り上
げることができました。
　当協会は今後とも地域貢献活動に積極的に取り組んで参ります。

お知らせ Information

鹿児島ユナイテッドFCのホームゲームに
ブースを出展しました

焼き上がりを一緒に待ちます暑い中真剣にイラストを書く子供達

大盛況だった当協会ブース
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　平成３０年７月２２日（日），川内商工会議所様主催の「薩摩川内市創業スクール」に当協
会の職員を講師として派遣し，公的支援の活用方法の一つとして，信用保証制度のご利用方法
について説明をさせていただきました。

お知らせ Information

「創業スクール」に講師を派遣しました

　平成３０年８月８日（水），ソーホーかごしま様主催の「鹿児島市創業スキル養成講座」に
当協会の職員を講師として派遣し，「知って得する！創業支援制度、資金調達」と題した講座
の中で，信用保証制度のご利用方法について説明をさせていただきました。

「創業スキル養成講座」に講師を派遣しました
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　平成３０年７月９日 ( 月 ) に外部評価委員会を開催し，平成 27 年度から平成 29 年度中期
事業計画および平成 29 年度経営計画の実施状況報告を行いました。
　同委員会では，委員の皆様から各部門の計画実施状況，コンプライアンス及びリスク管理の
取り組みに関して貴重なご意見をいただきました。

お知らせ Information

「外部評価委員会」を開催しました

　平成３０年８月９日（木），鹿児島県よろず支援拠点の加藤剛チーフコーディネーターを講
師としてお招きし，よろず支援拠点の業務内容と事例に関する業務研修会を実施しました。
　保証部職員を中心に多くの職員が参加し，「鹿児島県よろず支援拠点」に関する理解を深め
ました。

「業務研修会」を実施しました
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　当協会は，業務運営に関する経営方針や取り組むべき重点課題を明確にするととも
に，その解消方策を着実に実施することによって，適切な業務運営を確保するため，平
成 27 年 4 月「第 4 次中期事業計画（平成 27 年度～平成 29 年度）｣ を策定し，これ
ら計画の着実な推進に努めてきました。
　また，当協会における経営の透明性の一層の向上と対外的な説明責任を果たすため
に，これら計画の当協会による自己評価を行い，弁護士，公認会計士及び学識経験者
で構成する ｢外部評価委員会｣ の意見・助言を受けたうえで，その評価結果を公表す
ることとしています。
　このため，当協会は，平成 30 年 5 月，当協会の関係職員で構成する ｢計画等自己
評価委員会｣ において協議・検討を重ね，｢第 4 次中期事業計画（平成 27 年度～平成
29 年度）の評価（案）｣ を作成しました。
　この ｢第 4 次中期事業計画（平成 27 年度～平成 29 年度）の評価（案）｣ について，
｢外部評価委員会｣ による意見・助言を踏まえて，｢第 4 次中期事業計画（平成 27 年度
～平成 29 年度）の評価｣ を取りまとめました。
　今後，この評価による成果を十分活かして，当協会の適切な業務運営の確保と運営
規律の強化に努めてまいります。
　｢外部評価委員会｣ の委員各位におかれましては，｢第 4 次中期事業計画（平成 27 年
度～平成 29 年度）の評価（案）｣ について，ご多忙の中，熱心に審議・検討していただき，
貴重なご意見・ご助言を賜りましたことに対し，ここに，厚く御礼を申し上げます。

平成 30 年 7 月 20 日
鹿児島県信用保証協会

会長　布袋　嘉之

お知らせ Information

第４次中期事業計画（平成27年度～29年度）の評価

はじめに
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Ⅰ　第４次中期事業計画の各部門別評価項目に係る自己評価
評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ア　保証利用の推進

中小企業向け融資が拡大傾向で推移するなか，保証承諾の実績
は減少傾向で推移し計画を達成できなかったが，保証利用の推
進のため，信用保証料率割引の実施や完済先・完済予定先に対
する再利用促進等の諸方策を実施するとともに，金融機関及び
商工団体への訪問や各種研修会の実施・参加時において新たな
取組みの説明や資金ニーズに関する情報交換等を行うなど連携
を図ったことで，市場金利が低下し保証料の割高感が言われて
いる状況のなか，一定程度の保証推進に繋げることができた。

Ｂ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

イ　保証審査体制の充実

保証申込みに適切に対応するため，課内のＯＪＴや役席による
進捗管理の徹底により，スピーディな審査に努めるとともに，
保証後の創業資金のモニタリングや決算書徴求による財務内容
の把握を行い，経営支援に努めたことで，保証利用先の経営改
善等をサポートすることができた。

Ｂ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ウ　期中支援の充実・強化

企業訪問や面談等により事業者の実態把握を行い，サポートミー
ティング等による金融機関間の調整や条件変更改善型借換保証
等による正常債権への転換及び条件変更による資金繰りの安定
化に努めることにより，期中支援の充実・強化が図られたもの
と評価している。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

エ　経営改善・再生支援の
　　充実・強化

金融機関や県中小企業再生支援協議会等と緊密に連携し条件変
更等による資金繰り支援を行うとともに，中小企業診断士など
外部専門家を派遣し，経営診断や経営改善計画策定支援などを
実施することにより，経営改善・再生支援の充実強化が図られた。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

オ　適時・的確な代位弁済の
　　履行

期中支援担当者や金融機関管理部との連携を図りながら，代位
弁済請求書の早期提出など，代位弁済手続の迅速化に努め，代
位弁済支払利息の削減に繋がるなど，適時・的確な代位弁済が
実施できた。

Ａ
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評価項目 評価項目の自己評価 達成度

カ　求償権回収の促進
有担保求償権の減少，第三者保証人の原則非徴求の影響により求
償権の質は劣化しているが，各方策の積極的な取組により求償権
は適正に管理され，３年間とも計画を上回る回収実績に繋がった。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ケ　人材育成と職場環境への
　　取組み

平成 27年度から 29年度までの 3ヵ年において，各種研修へ
職員を積極的に参加させ各自のスキルアップを図るとともに，
職員においても自己啓発に努め，中小企業診断士等の資格を取
得するなど，人材育成に一定の成果があったものと判断する。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

キ　コンプライアンス体制の
　　充実・強化

コンプライアンスの体制の充実・強化については，コンプライア
ンス・プログラムに基づいた研修や啓発活動を行ったことで，役
職員のコンプライアンス意識の底上げが図られるとともに，反社
会的勢力に関するデータベースの構築や情報取得方法の拡充に対
応したことで，反社会的勢力の不正利用防止や介入排除に向けた
取組体制の充実・強化を図ることができたと評価している。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

サ　中・長期的な課題解決に
　　向けた取組み

信用補完制度の見直しへの対応は，的確な情報収集を行うことに
より，金融機関等関係機関への情報提供を行うことで，信用補完
制度の維持・確立に向けた取組みに対する理解と共通認識を図る
ことができたと評価している。また，関係機関との情報交換や他
県協会視察については，当協会の課題解決を図るための貴重な情
報を得る機会と有効な手段であると認識している。　

Ｂ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ク　リスク管理体制の強化

リスク管理体制の強化については，電算システムにおいて事故・
障害等の発生は無く，安定的な運用が図られたと評価している。
また，電算業務に係る規程等の認識不足が一部見られたが，関係
規程の制定・改廃や電算機器の更改等は計画に従い実施すること
ができた。内部監査においては，年度経営計画の新たな業務運営
事項を監査項目に反映させることで，監査機能の充実が図られた。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

コ　顧客サービス向上のため
　　の取組み

アンケート結果から見えた中小企業者のニーズについては，対応
できるものから随時実施し，検討したものについては次年度経営
計画に反映させた。協会の認知度向上への取組みは，各種協会事
業に関するパンフレット等を作成し保証制度の周知や協会事業の
ＰＲを行うとともに，従来からの広告内容の見直しを適宜行い，
ＬＩＮＥを活用したタイムリーな情報発信を行うなど顧客ニーズ
に対応した情報発信ができた。

Ｂ
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Ⅱ　自己評価に対する外部評価委員会の意見・助言

第４次中期事業計画の自己評価に係る意見等について

　第４次中期事業計画（平成２７年度～平成２９年度）においては，中小企業者の資金
繰り円滑化のため，金融機関や商工団体との連携を強化するとともに，保証料の割引等
による保証料の割高感に対する取組みや完済予定先等に対するＤＭの発送や訪問による
再利用促進に向けた取組み，創業者に対する支援など，各種取組みを積極的に行ってい
ることは評価できるが，保証承諾及び保証債務残高は，金融機関や中小企業を取り巻く
環境の変化等もあり，３か年ともに計画を下回る実績となった。
一方，経営改善や事業再生を必要とする中小企業者に対しては，金融機関や関係機関等
との連携，サポートミーティング等の積極的な開催，中小企業の個々の実態に即した金
融支援等を実施し，中小企業のライフステージに応じた支援に努めた結果，延滞先の減
少に繋がるとともに，代位弁済は３か年とも当初計画内に収まっている。
また，実際回収は，無担保求償権や第三者保証人のいない求償権の増加，法的整理や行
方不明，債務者の高齢化等により回収環境が厳しくなる中，積極的かつ計画的な訪問督
促による債務者の現況把握に努め，個々の返済能力に応じた回収手段を講ずるとともに，
有担保求償権については担保物件の再調査結果を踏まえた任意処分や競売申立の積極的
な推進により，３か年とも当初計画を達成している。 
　協会の運営については，当期収支は３か年とも利益を確保し，また，コンプライアン
ス体制の充実，リスク管理体制の強化等が計画的に実施され，安定的な業務運営に繋がっ
ており，資格取得支援をはじめ，人材育成強化の取組みも着実に成果が出てきている。
平成３０年４月に信用保証協会法等が一部改正され，信用保証協会を取り巻く環境，求
められる役割は大きく変化してきている中，年度計画実現のための具体的な推進計画を
定め，取組む過程で効果を検証し，改善活動に繋げていくため，自己評価に係る様式を
見直すなど，ＰＤＣＡサイクルを確実に回すための取組み姿勢は評価できる。
今後，ＰＤＣＡサイクルによる効果検証，改善活動を確実に行動に移し，中小企業の安
定的な資金調達を支援するとともに，経営改善・生産性向上を一層進めていくために，
これまで以上に金融機関や関係団体との連携を強化していただきたい。
また，中小企業者の経営改善・事業再生，事業承継に対する支援を強化するため，企業
訪問や面談等を通じた実態把握に努め，中小企業者のライフステージに応じた支援を引
き続き実施していただくとともに，信用保証協会が地方創生に一層の貢献を果たすべく，

　第４次中期事業計画（平成２７年度～平成２９年度）の実施状況等に関する当協会の自己評
価について，平成３０年７月９日，「外部評価委員会」に意見・助言を求めたところ，同年７
月１３日，同委員会の宮廻甫允委員長から当協会会長に対して，次のとおり，「第４次中期事
業計画の自己評価に係る意見等について」の報告があった。
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地域の資金需要に応えるための保証メニューの拡大等，地域で抱える様々な課題に対し
ても継続して取組んでいただきたい。

（参考）　外部評価委員会委員
　　　　　　　　　　委員長　宮廻　甫允　　鹿児島大学名誉教授
　　　　　　　　　　委　員　田畑　恒春　　公認会計士
　　　　　　　　　　委　員　野田　健太郎　弁護士

ⓒpref.kagoshima
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　当協会は，業務運営に関する経営方針や取り組むべき重点課題を明確にするととも
に，その解消方策を着実に実施することによって，適切な業務運営を確保するため，平
成 27 年 4 月に策定した「第 4 次中期事業計画（平成 27 年度～平成 29 年度）」の基
本方針のもとに，平成 29 年 4 月，「平成 29 年度経営計画」を策定し，これら計画の
着実な推進に努めてきました。
　また，当協会における経営の透明性の一層の向上と対外的な説明責任を果たすため
に，これら計画の当協会による自己評価を行い，弁護士，公認会計士及び学識経験者
で構成する ｢外部評価委員会｣ の意見・助言を受けたうえで，その評価結果を公表す
ることとしています。
　このため，平成 29 年 10 月に，上半期についての中間的な評価を行うとともに，本
年 5 月から関係職員で構成する｢計画等自己評価委員会｣において協議・検討を重ね，「平
成 29 年度経営計画の評価（案）」を作成しました。
　この ｢平成 29 年度経営計画の評価（案）」について，「外部評価委員会」による意見・
助言を踏まえて，「平成 29 年度経営計画の評価」として取りまとめました。
　今後，この評価結果を十分に活用しながら，当協会の適切な業務運営の確保と運営
規律の強化に努めてまいります。
　「外部評価委員会」の委員各位におかれましては，「平成 29 年度経営計画の評価（案）」
について，ご多忙の中，熱心に審議・検討していただき，貴重なご意見・ご助言を賜
りましたことに対し，ここに，厚く御礼を申し上げます。

平成 30 年 7 月 20 日
鹿児島県信用保証協会

会長　布袋　嘉之

お知らせ Information

平成２９年度経営計画の評価

はじめに
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Ⅰ　平成 29年度経営計画の各部門別評価項目に係る自己評価

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ア　保証利用の推進

中小企業向け融資が拡大しているなかで，保証承諾の実績は前年を
下回り年間計画を達成できなかったが，保証推進のためＤＭ発送等
の諸方策を実施するとともに，金融機関及び商工団体への訪問や各
種研修会の実施・参加時において新たな取組みの説明や資金ニーズ
に関する情報交換等を行うなど連携を図ったことで，市場金利が低
下し保証料の割高感が言われている状況のなか，一定程度の保証推
進に繋げることができた。

Ｂ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ア　経営支援・事業再生
　　支援の充実・強化

業況悪化の初期段階や業況低迷期など企業のライフステージに応
じ，金融機関など関係機関等との連携のもと各支援策に積極的に取
組み，概ね計画通りに進んでいることから，経営支援・事業再生支
援の充実・強化が図られているものと評価している。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ア　求償権の適正管理と
　　回収促進

各方策の積極的な取組みにより，前年比 103.8％・計画比 110.2％
の回収実績を達成したことから，求償権は適正に管理され，回収促
進が図られた。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ウ　的確な管理事務停止と
　　求償権整理の促進

専任担当者の配置等により，的確な管理事務停止と求償権整理を行
い，回収可能な求償権への集中的な取組みを行うことができた。 Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

イ　適時・的確な代位弁済
　　の履行

期中支援担当者や金融機関管理部との連携を図りながら，代位弁済
請求書の早期提出など，代位弁済手続の迅速化に努め，代位弁済支
払利息の削減に繋がるなど，適時・的確な代位弁済が実施できた。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

イ　保証協会債権回収㈱
　　との連携強化

保証協会債権回収 ( 株 ) の回収実績は，前年比・計画比共に下回っ
たものの，部内定例会議や回収担当者連絡会議に営業所長を参加さ
せ，部内スケジュールや回収方針の情報の共有化が図られ，連携の
強化に繋がった。

Ｂ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

イ　保証審査体制の充実

保証申込みに適切に対応するため，課内のＯＪＴや役席による進捗
管理の徹底により，スピーディな審査に努めるとともに，保証後の
創業資金のモニタリングや決算書徴求による財務内容の把握を行
い，経営支援に努めたことで，保証利用先の経営改善等をサポート
することができた。　

Ｂ

１　保証部門

２　期中管理部門

３　回収部門
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評価項目 評価項目の自己評価 達成度

エ　管理担当者の能力開発・
　　人材育成への取組み

研修会やＯＪＴの積極的な取組みにより，必要な事務の合理化・統
一化が図られ，管理担当者の能力開発・人材育成は推進された。 Ｂ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ア　コンプライアンス体制
　　の充実・強化

コンプライアンスに係る諸研修により意識の向上が図られ，また，
個人情報の漏えい事案はなく，その重要性が役職員に浸透している。
反社会的勢力等への対応については，新聞情報の収集や関係機関と
の連携により，情報収集が図られ，反社会的勢力の不正利用防止や
介入排除に向けた取組体制の充実・強化が図られた。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

イ　リスク管理体制の強化

計画的な内部監査の実施により，各部署の業務不備の改善を促すと
ともに，各部署において事務作業や事務マニュアルの検証と改正を
行った。また，電算システムの管理においては，規程等の認識不足
が見られたが，システムの早期復旧に努めるとともに，業務への影
響を最小限に留め安定的な運用を図ることができた。　

Ｂ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

ウ　人材育成と組織の
　　活性化

職員の資質向上のため，研修計画等に基づき，各種研修，セミナー
及び通信教育の受講を促しており，また，資格取得等支援の効果も
あり，全体的な人材育成は進んでいるものと判断する。

Ｂ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

エ　顧客サービスの向上と
　　広報の充実

顧客サービスの向上と広報の充実については，アンケート結果に対
して一部の対応に留まったが，職員一人ひとりが広報マンとして積
極的に情報発信を行うとともに，マスメディア等を使用したＰＲ活
動にも積極的に取組むことで，協会の認知度向上や顔の見える協会
実現に向けた取組みができた。

Ｂ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

オ　中期事業計画の策定

策定検討チームを立ち上げ検討会議を複数回行うことで，幅広く具
体的な推進計画等を各部署に提案することができた。また，国から
の情報を随時職員に配信し情報の共有を図ることで，協会に求めら
れている役割を認識した計画を策定することができた。

Ａ

評価項目 評価項目の自己評価 達成度

カ　中・長期的な課題解決
　　に向けた取組み

中・長期的な課題解決に向けた取組みとして，信用補完制度の見直
しに伴う関係機関への周知は的確にできていると認識している。ま
た，各部署が抱える課題への取組みとしては，他県協会視察や関係
機関との情報交換により情報の収集を行うことで，協会に求められ
ている課題の解決に努めた。

Ａ

4　その他間接部門
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Ⅱ　自己評価に対する外部評価委員会の意見・助言

平成２９年度経営計画の自己評価に係る意見等について

　全国的に保証承諾が減少傾向にある中，当県も保証承諾及び保証債務残高は中期事業
計画を下方修正した目標数値が達成されていないが，代位弁済が計画を下回ったこと等
から，当期収支差額は 234 百万円を計上するなど，厳しい金融情勢の中で概ねバランス
のとれた業務体制が構築されているものといえる。
　しかしながら，当期収支差額は年々減少しており，今後，保証承諾や保証債務残高の
減少が続き，代位弁済が増加するような経済情勢になった場合には，厳しい経営状況と
なる懸念もある。
　また，信用保証協会を取り巻く環境や役割等が大きく変化してきている中，平成 30
年 4 月には信用保証協会法等の一部改正が施行され，新たな状況に的確に対応するため
の体制の整備も必要となっており，今後の持続的な信用保証業務の確立と経営基盤の強
化を目指しつつ，協会に求められる役割を十分に果たしていくために，当委員会は以下
について提言する。

１．保証部門について
　保証推進の取組みとして，一部保証制度の見直しや債務完済先等へのＤＭ発送・訪問
に加え，金融機関，商工団体を積極的に訪問し，意見交換や保証制度の周知等を通じた
信頼関係の構築に努め，また，関係機関が主催する創業塾等にも積極的に参加し，創業
者支援に努めるなど，各種取組みを行っていることは評価できる。
　金融機関や中小企業を取り巻く環境の変化等により，保証承諾，保証債務残高は減少
傾向にあるが，中小企業の経営改善や生産性向上を一層進めるため，引き続き，金融機
関との日常的な対話を通じた連携体制の構築に努めるとともに，中小企業者等の実情を
的確に把握し，新たな保証制度や経営支援に係る施策の検討を行い，中小企業者等に対
する親身できめ細かな対応に努めていただきたい。

２．期中管理部門について
　金融機関等と連携し，早期実態把握による延滞解消への取組みや，サポートミーティ
ング等の開催や借換保証等による金融支援，さらに，国の補助事業を活用した経営診断
支援や経営改善計画策定支援など，それぞれの中小企業の経営状況に応じた支援の充実・
強化が図られていることは評価できる。

　平成２９年度経営計画の実施状況等に関する当協会の自己評価について，平成３０年７月９
日，「外部評価委員会」に意見・助言を求めたところ，同年７月１３日，同委員会の宮廻甫允
委員長から当協会会長に対して，次のとおり，「平成２９年度経営計画の自己評価に係る意見
等について」の報告があった。
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　しかしながら，返済緩和の条件変更を繰り返す等，経営改善が進まない企業もあるこ
とから，今後も企業の経営課題を把握・分析し，金融機関等関係機関と連携を図りながら，
中小企業のライフステージに応じた適切な経営支援，事業再生支援に努めていただきた
い。
　また，中小企業の経営者は高齢化が進んでおり，雇用・技術等の経営資源を円滑に次
世代に承継させていくためにも，関係機関と連携し，事業承継に支障が生じている中小
企業への支援にも引き続き取組んでいただきたい。

３．回収部門について
　無担保求償権や第三者保証人のいない求償権の増加，また，法的整理や行方不明，債
務者の高齢化等により回収環境が厳しくなる中，積極的かつ計画的な訪問督促により現
況把握に努め，個々の返済能力に応じた回収手段を検討・実施し，回収の推進に努めた
ことは評価できる。 
また，有担保求償権について，任意処分や競売申立による担保物件の処分を積極的に進
め，回収目標の達成に大きく貢献したことも評価できる。 
　今後，回収環境は厳しさを増すことが予想されることから，協会内の関係部署及び金
融機関との一層の連携強化を図り，回収の促進に努めていくとともに，個別求償権の実
態把握に引き続き努め，個々の状況に即応した回収方針を策定し，効果的かつ効率的な
管理回収に取組んでいただきたい。

４．その他間接部門について
　コンプライアンス体制の充実強化，リスク管理の体制の強化等について計画的に実施
されており，安定的な業務運営に繋がっていると考える。
また，資格取得支援をはじめ，人材育成強化への取組みも着実に成果が出ており評価で
きる。
　信用保証協会を取り巻く環境，役割は大きく変化してきており，中小企業者や金融機
関等からより一層信頼される信用保証協会を目指し，協会の経営基盤とリスク管理体制
の充実・強化，人材の育成に引き続き取組むとともに，様々な広報媒体を用いた積極的
な情報発信に取組んでいただきたい。

（参考）　外部評価委員会委員
　　　　　　　　　　委員長　宮廻　甫允　　鹿児島大学名誉教授
　　　　　　　　　　委　員　田畑　恒春　　公認会計士
　　　　　　　　　　委　員　野田　健太郎　弁護士
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　金融機関との緊密な連携のもと，将来的発展及び生産性向上のための前向きな設備投資に取
組む中小企業者等を支援するため，保証料を 0.2% 割引いた保証制度を実施しています（平均
21%，最大 44% の割引率）。なお，平成３１年３月31日までの期間限定の制度となっています。

（お問合せ先　保証部　０９９－２２３－０２７１）

平成３０年７月までに「いしん１５０」を利用した設備投資の例として，リフト・洗車機増設資金（自
動車整備業），トラック購入資金（貨物運送業），事務所取得資金（社会保険労務士）等のご利用が
ありました。設備投資を計画の際は「いしん１５０」のご利用を検討ください。

お知らせ Information

設備投資支援保証「いしん１５０」のご案内

《パンフレット》

《設備投資支援保証「いしん１５０」の保証承諾状況》

当月中 (30/7) 当月末（30/4 ～ 30/7）

件数 金額 件数 金額

5 45,100 14 190,340

（単位：件・千円）
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　保証付き融資とプロパー融資を適切に組み合わせたリスク分担を行うことで，金融機関と一
体になって中小企業者の支援を行い，中小企業者の経営改善・生産性向上を促す保証制度を実
施しています。

（お問合せ先　保証部　０９９－２２３－０２７１）

お知らせ Information

連携推進保証「れんけい」のご案内

《パンフレット》

《連携推進保証「れんけい」の保証承諾状況》

当月中 (30/7) 当月末（30/4 ～ 30/7）

件数 金額 件数 金額

4 64,500 8 125,500

（単位：件・千円）
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お知らせ Information

ＢＣＰサポート保証「あんしん」のご案内

　県内中小企業のＢＣＰ策定，災害対策支援に向けた取組みを支援するため，保証料率を 0.1%
割引いた保証制度を実施しています。

（お問合せ先　保証部　０９９－２２３－０２７１）

災害発生時の迅速な復旧が可能にメリット1

リスク管理や防災体制の構築に関する専門家の紹介も可能メリット3

保証料を0.1％割引！レジリエンス認証を受けている方は、さらに0.1％割引メリット2

※専門家に対する費用が発生する場合があります。

ご 利 用
いただける方

次のいずれかの要件を満たす中小企業者
①BCPの策定または見直しを行うための資金が必要な方
②策定または見直しを行ったBCPに基づき対策を実施するための資金が必要な方

保 証 限 度 額 運転・設備　２億８、０００万円

保 証 期 間 運転１５年以内，設備２０年以内

保 証 料 率
年０．３５％〜１．８０％
※レジリエンス認証を受けている場合は年０．２５％〜１．７０％

担 保 必要に応じ徴求

融 資 利 率 金融機関所定の利率
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お知らせ Information

～お願い～各種保証制度の更新手続きについて

　当協会は，根保証の期限到来のお知らせを当該営業店宛て２か月前に送付しております。
標記保証制度の更新手続きにつきましては，資格要件に該当しない等の理由により，更新がで
きなくなる場合がありますので，期限到来前に早めに手続き方お願いいたします。
　なお，完済の場合は，速やかに完済報告書の提出をお願いいたします。

　標記保証制度の更新手続きは，期限到来前に，新規保証申込による継続新規扱いにて（保証
申込を）行ってください。
　 〈継続新規扱いとは，新規貸付により，既存貸付金を借換え（本件にて回収）することを，指します。〉

　期限を経過してしまった場合，資格要件に該当しない場合は，継続新規による更新手続はで
きません。
　その場合，一括返済，または，条件変更手続きによる返済方法および期限延長，もしくは他
の保証制度による借換え（新規保証申込）を行うこととなります。

根保証（当座貸越，カードローン，カード７００等）の更新手続きについて

継続型短期サポート保証（短サポ）の更新手続について
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（単位：件・千円・％）
平成30年７月の保証状況

保 証 承 諾

保証債務残高

代 位 弁 済

当　月　中

件　数

511

̶

49

金　額

4,774,010

̶

405,584

前年比

110.0

̶

555.3

当　月　末

件　数

1,929

19,057

155

金　額

19,295,705

146,882,419

1,001,046

前年比

98.6

93.3

121.0
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統 計 資 料

当　　月　　中

項　　目

当　　月　　末

件　数 金　額
前年比

件　数 金　額
前年比

件　数 金　額 件　数 金　額

― ― ― ― 申　

込

期 首 繰 越 75 843,300 85.2 70.6

551 5,653,690 112.0 113.0 本 年 度 中 2,123 21,770,925 98.9 99.1

0 0 ― ― 拒 絶 0 0 ― ―

37 308,900 86.0 58.7 申 込 取 消 151 1,214,415 102.7 76.0

57 195,380 116.3 112.0 査 定 減 額 222 734,155 89.5 71.6

― ― ― ― 調 査 中 118 1,369,950 118.0 142.4

― ― ― ― 承　

諾

期 首 繰 越 19,689 152,160,851 95.3 93.2

511 4,774,010 113.1 110.0 本 年 度 中 1,929 19,295,705 97.0 98.6

9 85,700 300.0 219.7 保 証 後 取 消 23 216,720 95.8 75.0

514 5,173,687 104.3 101.8 償 還 2,151 20,973,505 98.6 95.9

49 403,485 376.9 559.4 代位弁済（元金） 155 994,752 146.2 121.2

― ― ― ― 貸 付 報 告 未 着 232 2,389,160 98.7 99.7

― ― ― ― 保 証 債 務 残 高 19,057 146,882,419 94.8 93.3

― ― ― ―
代

位

弁

済

期 首 繰 越 123 602,164 75.9 92.6

49 403,485 376.9 559.4
本
年
度
中

元 金 155 994,752 146.2 121.2

― 2,099 ― 228.8 利 息 ― 6,294 ― 101.5

49 405,584 376.9 555.3 計 155 1,001,046 146.2 121.0

2 11,520 ― 671.0 回 収 4 33,559 400.0 575.6

0 0 ― ― 償 却 0 0 ― ―

― ― ― ― 求 償 権 残 高 274 1,569,651 102.6 106.7

1 事 業 概 況

平成30年７月分

（単位：件・千円・％）

2018.08  保証月報 21



（単位：件・千円・％）

2 保 証 状 況

⑴ 金融機関別保証状況

金融機関

保証承諾 保証債務残高 代位弁済

当月中 当月末（30/４〜30/７） 　当月末 当月末（30/４〜30/７）

件数 金額 前年比 件数 金額（Ａ） 前年比 件数 金額 前年比 構成比 件数 金額（Ｂ） 前年比 構成比 B/A

鹿 児 島 銀 行 100 898,220 110.8 340 3,312,800 99.9 4,372 34,555,553 91.4 23.5 31 245,207 78.5 24.5 7.4

宮 崎 銀 行 1 1,500 1.6 6 56,450 34.9 151 1,706,004 88.5 1.2 0 0 ― 0.0 ―

肥 後 銀 行 0 0 ― 0 0 ― 3 15,168 66.8 0.0 0 0 ― 0.0 ―

福 岡 銀 行 0 0 ― 4 101,500 ― 25 292,383 115.1 0.2 0 0 ― 0.0 ―

西日本シティ銀行 0 0 ― 2 10,000 47.6 27 325,177 93.2 0.2 1 1,494 11.1 0.1 14.9

地 方 銀 行 計 101 899,720 97.6 352 3,480,750 99.4 4,578 36,894,285 91.4 25.1 32 246,701 74.8 24.6 7.1

み ず ほ 銀 行 0 0 ― 0 0 ― 8 63,653 41.1 0.0 0 0 ― 0.0 ―

三 井 住 友 銀 行 0 0 ― 3 35,000 53.8 64 1,168,866 81.6 0.8 0 0 ― 0.0 ―

三菱ＵＦＪ 銀行 1 25,000 ― 2 45,000 180.0 61 896,701 86.3 0.6 0 0 ― 0.0 ―

り そ な 銀 行 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

都 市 銀 行 計 1 25,000 ― 5 80,000 88.9 133 2,129,220 81.0 1.4 0 0 ― 0.0 ―

三菱ＵＦＪ信託銀行 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

みずほ信託銀行 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

信 託 銀 行 計 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

南 日 本 銀 行 133 1,369,150 135.8 489 4,991,240 109.8 4,721 35,069,052 91.9 23.9 41 236,284 72.8 23.6 4.7

宮 崎 太 陽 銀 行 6 70,500 138.2 19 275,740 144.9 149 1,005,004 84.7 0.7 0 0 ― 0.0 ―

熊 本 銀 行 2 18,000 ― 6 64,500 61.7 145 1,284,372 78.8 0.9 1 742 ― 0.1 1.2

第二地方銀行計 141 1,457,650 137.6 514 5,331,480 110.1 5,015 37,358,429 91.1 25.4 42 237,026 73.0 23.7 4.4

鹿児島相互信用金庫 118 968,180 98.4 394 3,980,955 92.3 3,535 28,693,294 95.4 19.5 39 251,380 439.7 25.1 6.3

鹿児島信用金庫 98 1,001,000 90.0 499 5,334,930 93.8 3,862 30,517,727 99.4 20.8 26 195,619 500.9 19.5 3.7

奄美大島信用金庫 0 0 ― 1 20,000 83.3 102 728,071 87.0 0.5 3 25,476 445.9 2.5 127.4

信 金 中 央 金 庫 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

信 用 金 庫 計 216 1,969,180 93.5 894 9,335,885 93.1 7,499 59,939,092 97.2 40.8 68 472,475 463.5 47.2 5.1

鹿児島興業信用組合 51 366,460 153.7 158 863,590 92.2 1,613 7,186,462 92.2 4.9 11 40,774 57.8 4.1 4.7

奄 美 信 用 組 合 0 0 ― 0 0 ― 38 181,531 76.6 0.1 1 3,292 ― 0.3 ―

鹿児島県医師信用組合 0 0 ― 0 0 ― 3 23,886 85.7 0.0 0 0 ― 0.0 ―

信 用 組 合 計 51 366,460 153.7 158 863,590 92.2 1,654 7,391,879 91.8 5.0 12 44,067 62.5 4.4 5.1

商工組合中央金庫 1 56,000 350.0 6 204,000 119.4 177 3,162,139 85.3 2.2 1 778 ― 0.1 0.4

日本政策金融公庫 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

農 林 中 央 金 庫 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

日本政策投資銀行 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

政府系金融機関計 1 56,000 350.0 6 204,000 119.4 177 3,162,139 85.3 2.2 1 778 ― 0.1 0.4

九 州 労 働 金 庫 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

小 計 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―
鹿 児 島 県 信 用 農 業
協 同 組 合 連 合 会 0 0 ― 0 0 ― 1 7,375 99.0 0.0 0 0 ― 0.0 ―

小 計 0 0 ― 0 0 ― 1 7,375 99.0 0.0 0 0 ― 0.0 ―

損害保険ジャパン 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

保 険 会 社 計 0 0 ― 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0 ―

合 　 　 計 511 4,774,010 110.0 1,929 19,295,705 98.6 19,057 146,882,419 93.3 100.0 155 1,001,046 121.0 100.0 5.2
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市町村

保証承諾 保証債務残高 代位弁済

当月中 当月末（30/４〜30/７） 当月末 当月末（30/４〜30/７）

件数 金額 件数 金額 前年比 件数 金額 前年比 構成比 件数 金額 前年比 構成比

市　
　
　
　
　
　
　
　
　

部

鹿 児 島 市 253 2,571,370 937 9,946,100 102.8 8,688 70,969,313 93.3 48.3 65 449,360 146.6 44.9

薩 摩 川 内 市 24 165,450 86 592,650 73.9 964 6,670,416 90.9 4.5 5 42,865 189.2 4.3

鹿 屋 市 32 240,700 116 917,450 118.0 1,057 7,245,806 97.6 4.9 7 37,248 127.6 3.7

枕 崎 市 9 37,300 32 459,930 91.0 275 2,945,876 88.2 2.0 8 38,865 100.0 3.9

い ち き 串 木 野 市 10 78,000 38 440,000 106.1 320 2,405,560 94.8 1.6 0 0 ― 0.0

阿 久 根 市 7 46,000 29 233,000 49.8 303 2,047,407 94.2 1.4 0 0 ― 0.0

出 水 市 14 127,700 54 529,400 58.1 778 5,517,901 95.3 3.8 4 39,198 22.5 3.9

指 宿 市 7 102,000 41 360,650 92.3 427 3,546,238 97.6 2.4 2 10,876 152.1 1.1

伊 佐 市 7 25,700 28 160,900 57.2 286 1,848,871 91.5 1.3 1 4,761 43.4 0.5

南 さ つ ま 市 7 55,560 31 287,360 83.1 343 2,253,625 95.2 1.5 5 61,793 579.0 6.2

霧 島 市 38 431,950 166 1,903,820 134.7 1,347 11,133,527 97.3 7.6 15 82,010 91.6 8.2

姶 良 市 26 209,400 65 576,775 86.7 718 5,304,653 95.4 3.6 8 23,451 67.0 2.3

垂 水 市 2 48,000 8 159,000 78.3 182 1,320,101 81.4 0.9 2 19,689 ― 2.0

日 置 市 10 77,900 50 556,200 112.0 568 3,841,169 88.1 2.6 7 42,808 ― 4.3

曽 於 市 8 51,800 25 174,300 73.2 315 1,919,693 91.7 1.3 0 0 ― 0.0

志 布 志 市 17 130,250 39 259,280 162.2 288 1,990,676 90.6 1.4 4 52,176 ― 5.2

南 九 州 市 6 68,030 39 375,530 108.3 390 2,446,146 96.5 1.7 2 12,313 16.8 1.2

西 之 表 市 6 3,000 20 137,300 122.0 222 1,520,833 94.0 1.0 2 1,954 32.3 0.2

奄 美 市 0 0 1 20,000 42.6 88 601,580 76.7 0.4 3 11,852 207.4 1.2

市 部 計 478 4,470,110 1,805 18,089,645 99.1 17,559 135,529,388 93.6 92.3 140 931,219 114.7 93.0

鹿
児
島
郡

十 島 村 0 0 0 0 ― 1 4,708 92.5 0.0 0 0 ― 0.0

三 島 村 0 0 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0

鹿 児 島 郡 計 0 0 0 0 ― 1 4,708 92.5 0.0 0 0 ― 0.0

薩
摩
郡

さ つ ま 町 7 30,700 28 324,400 88.8 279 1,927,774 90.7 1.3 0 0 ― 0.0

薩 摩 郡 計 7 30,700 28 324,400 88.8 279 1,927,774 90.7 1.3 0 0 ― 0.0

出
水
郡

長 島 町 4 46,000 13 96,500 58.0 96 683,669 90.6 0.5 1 4,918 ― 0.5

出 水 郡 計 4 46,000 13 96,500 58.0 96 683,669 90.6 0.5 1 4,918 ― 0.5

（単位：件・千円・％）
⑵ 市町村別保証状況
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市町村

保証承諾 保証債務残高 代位弁済

当月中 当月末（30/４〜30/７） 当月末 当月末（30/４〜30/７）

件数 金額 件数 金額 前年比 件数 金額 前年比 構成比 件数 金額 前年比 構成比

姶
良
郡

湧 水 町 4 70,000 10 120,000 94.2 120 670,057 99.4 0.5 0 0 ― 0.0

姶 良 郡 計 4 70,000 10 120,000 94.2 120 670,057 99.4 0.5 0 0 ― 0.0

曽
於
郡

大 崎 町 2 15,000 11 102,600 109.1 116 1,042,873 95.4 0.7 4 24,423 258.7 2.4

曽 於 郡 計 2 15,000 11 102,600 109.1 116 1,042,873 95.4 0.7 4 24,423 258.7 2.4

肝
属
郡

東 串 良 町 0 0 3 17,000 45.3 45 314,624 90.3 0.2 0 0 ― 0.0

肝 付 町 2 7,500 8 96,940 92.8 138 1,095,054 93.6 0.7 4 10,176 7596.1 1.0

錦 江 町 1 5,500 6 32,300 129.2 71 315,104 93.4 0.2 0 0 ― 0.0

南 大 隅 町 3 28,000 7 39,320 103.6 62 511,371 90.1 0.3 0 0 ― 0.0

肝 属 郡 計 6 41,000 24 185,560 90.6 316 2,236,154 92.3 1.5 4 10,176 181.9 1.0

熊
毛
郡

中 種 子 町 3 22,200 10 122,800 646.3 87 617,884 93.0 0.4 0 0 ― 0.0

南 種 子 町 3 35,000 13 113,000 132.9 111 785,805 84.2 0.5 3 6,325 ― 0.6

屋 久 島 町 4 44,000 15 141,200 75.3 244 2,046,346 90.2 1.4 1 2,006 ― 0.2

熊 毛 郡 計 10 101,200 38 377,000 129.3 442 3,450,034 89.3 2.3 4 8,331 ― 0.8

大
島
郡

龍 郷 町 0 0 0 0 ― 8 64,830 86.8 0.0 0 0 ― 0.0

徳 之 島 町 0 0 0 0 ― 34 489,204 94.3 0.3 0 0 ― 0.0

天 城 町 0 0 0 0 ― 11 92,244 93.9 0.1 0 0 ― 0.0

伊 仙 町 0 0 0 0 ― 16 204,379 71.4 0.1 0 0 ― 0.0

宇 検 村 0 0 0 0 ― 1 3,560 36.9 0.0 0 0 ― 0.0

喜 界 町 0 0 0 0 ― 16 119,048 84.1 0.1 0 0 ― 0.0

瀬 戸 内 町 0 0 0 0 ― 14 119,430 62.0 0.1 1 12,930 ― 1.3

知 名 町 0 0 0 0 ― 13 132,089 76.9 0.1 0 0 ― 0.0

大 和 村 0 0 0 0 ― 0 0 ― 0.0 0 0 ― 0.0

与 論 町 0 0 0 0 ― 8 27,457 68.5 0.0 0 0 ― 0.0

和 泊 町 0 0 0 0 ― 7 85,523 119.3 0.1 1 9,049 ― 0.9

大 島 郡 計 0 0 0 0 ― 128 1,337,763 83.4 0.9 2 21,980 ― 2.2

合 計 511 4,774,010 1,929 19,295,705 98.6 19,057 146,882,419 93.3 100.0 155 1,001,046 121.0 100.0

（単位：件・千円・％）
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（単位：件・千円・％）
⑶ 保証種類別保証状況

保 証 種 類

保証承諾 保証債務残高 代位弁済

当月中 当月末（30/４〜30/７） 当月末 当月末（30/４〜30/７）

件数 金　額 前年比 件数 金　額 前年比 件数 金　額 前年比 構成比 件数 金　額 前年比 構成比

協

会

制

度

一 般 保 証 67 1,064,650 79.3 275 5,621,820 88.0 3,921 50,326,300 96.2 34.3 30 307,621 200.6 30.7 

Fast保証（500含む） 0 0  ― 0 0  ― 16 72,473 62.0 0.0 0 0  ― 0.0 

根 保 証 0 0  ― 0 0  ― 0 0  ― 0.0 0 0  ― 0.0 

い し ん １ ５ ０ 5 45,100  ― 14 190,340  ― 13 173,477  ― 0.1 0 0  ― 0.0 

れ ん け い 4 64,500  ― 8 125,500  ― 5 87,584  ― 0.1 0 0  ― 0.0 

あ ん し ん 0 0  ― 0 0  ― 0 0  ― 0.0 0 0  ― 0.0 

環境対策サポート保証 2 13,750 229.2 5 47,850 92.0 93 1,233,351 92.3 0.8 0 0  ― 0.0 

当 座 貸 越 22 361,000 89.8 75 1,339,000 102.7 442 8,594,724 99.0 5.9 2 26,541 58.9 2.7 

事 業 者 カ ード ロ ーン 25 133,500 121.4 103 645,500 113.9 670 3,838,850 102.4 2.6 2 4,767 96.2 0.5 

事業者カードローン700 59 229,500 122.7 219 796,500 90.3 1,437 4,874,152 99.9 3.3 10 29,062 286.4 2.9 

流動資産担保融資保証 1 8,000 40.0 2 72,000 180.0 14 286,013 93.8 0.2 0 0  ― 0.0 

中小企業特定社債保証 0 0  ― 0 0  ― 9 401,600 73.6 0.3 0 0  ― 0.0 

特 別 小 口 保 証 0 0  ― 0 0  ― 1 800 80.0 0.0 0 0  ― 0.0 

小 口 零 細 企 業 保 証 0 0  ― 0 0  ― 4 11,826 51.0 0.0 0 0  ― 0.0 

経 営 安 定 関 連 保 証 1 40,000 200.0 2 56,000 19.0 433 8,756,584 78.3 6.0 3 74,605 94.9 7.5 

経 営 革 新 関 連 保 証 0 0  ― 0 0  ― 1 34,680 98.5 0.0 0 0  ― 0.0 

創 業 等 関 連 保 証 0 0  ― 0 0  ― 4 7,817 36.0 0.0 1 4,462  ― 0.4 

東日本大震災復興緊急保証 0 0  ― 0 0  ― 2 30,972 44.3 0.0 0 0  ― 0.0 

経 営 力 強 化 保 証 0 0  ― 2 39,000  ― 17 203,190 74.0 0.1 0 0  ― 0.0 

継続型短期サポート保証 13 166,000 89.2 33 449,000 78.0 111 1,639,050 94.3 1.1 1 9,839 99.5 1.0 

短サポ（金融機関連携型） 13 166,000 89.2 31 399,000 77.3 100 1,380,050 86.8 0.9 1 9,839 99.5 1.0 

短サポ（税理士連携型） 0 0  ― 2 50,000 83.3 11 259,000 173.8 0.2 0 0  ― 0.0 

創 業 関 連 保 証 4 17,500 61.8 9 30,375 51.7 114 376,630 123.4 0.3 2 5,000 107.3 0.5 

経営改善サポート保証 0 0  ― 0 0  ― 15 459,619 90.7 0.3 0 0  ― 0.0 

条件変更改善型借換保証 1 100,000 100.0 1 100,000 100.0 15 446,354 222.0 0.3 0 0  ― 0.0 

特定経営承継関連保証 0 0  ― 0 0  ― 0 0  ― 0.0 0 0  ― 0.0 

事業承継サポート保証 0 0  ― 0 0  ― 0 0  ― 0.0 0 0  ― 0.0 

危 機 関 連 保 証 0 0  ― 0 0  ― 0 0  ― 0.0 0 0  ― 0.0 

財務要件型無保証人保証 0 0  ― 0 0  ― 0 0  ― 0.0 0 0  ― 0.0 

金融環境変化対応保証※ 0 0  ― 0 0  ― 16 65,228 70.8 0.0 1 861 8.0 0.1 

景 気 対 応 緊 急 保 証 ※ 0 0  ― 0 0  ― 494 4,211,311 65.5 2.9 6 21,215 17.1 2.1 

そ の 他 の 協 会 制 度 0 0  ― 0 0  ― 0 0  ― 0.0 0 0  ― 0.0 

協 会 制 度 計 204 2,243,500 93.3 748 9,512,885 92.0 7,831 86,060,111 92.8 58.6 58 483,973 109.5 48.3 

（        　　）

（        　　）

※の制度は、現在取り扱いしておりません。
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保 証 種 類

保証承諾 保証債務残高 代位弁済

当月中 当月末（30/４〜30/７） 当月末 当月末（30/４〜30/７）

件数 金　額 前年比 件数 金　額 前年比 件数 金　額 前年比 構成比 件数 金　額 前年比 構成比

県

制

度

中 小 企 業 振 興 資 金 153 1,309,240 137.2 580 4,853,910 108.5 5,354 30,740,970 91.6 20.9 47 267,028 140.1 26.7 

小規模企業活力応援資金 6 12,000 255.3 19 47,350 140.5 151 235,966 62.6 0.2 1 742 27.1 0.1 

創 業 支 援 資 金 5 17,500 134.6 14 61,970 82.1 280 762,431 81.3 0.5 2 9,616 51.6 1.0 

新事業チャレンジ資金 0 0  ― 0 0  ― 26 190,958 90.7 0.1 0 0  ― 0.0 

観光ものづくりパワーアップ資金 1 30,000 200.0 2 40,000 266.7 14 181,472 102.8 0.1 0 0  ― 0.0 

事 業 承 継 対 策 資 金 0 0  ― 1 6,000  ― 5 41,189 96.2 0.0 0 0  ― 0.0 

耐 震 改 修 支 援 資 金 0 0  ― 0 0  ― 1 195,000  ― 0.1 0 0  ― 0.0 

緊 急 災 害 対 策 資 金 0 0  ― 0 0  ― 5 38,945 63.2 0.0 0 0  ― 0.0 

緊 急 経 営 対 策 資 金 0 0  ― 1 5,000  ― 11 85,577 80.3 0.1 0 0  ― 0.0 

セーフティネット対応資金 2 22,000 146.7 4 50,000 99.8 268 1,191,210 69.7 0.8 7 33,648  ― 3.4 

事 業 再 生 支 援 資 金 2 57,000 207.3 6 150,500 252.9 30 486,930 708.4 0.3 0 0  ― 0.0 

東日本大震災緊急対策資金※ 0 0  ― 0 0  ― 6 62,229 88.6 0.0 0 0  ― 0.0 

経 済 対 策 特 別 資 金 ※ 0 0  ― 0 0  ― 125 509,256 75.5 0.3 3 7,214 27.7 0.7 

口蹄疫経営再建支援資金※ 0 0  ― 0 0  ― 2 19,005 86.6 0.0 0 0  ― 0.0 

商 店 街 活 性 化 資 金 ※ 0 0  ― 0 0  ― 1 7,625 82.4 0.0 0 0  ― 0.0 

特 別 小 口 資 金 ※ 0 0  ― 0 0  ― 5 2,827 37.7 0.0 0 0  ― 0.0 

県 制 度 計 169 1,447,740 140.7 627 5,214,730 110.7 6,284 34,751,588 91.4 23.7 60 318,249 126.5 31.8 

鹿

児

島

市

制

度

産 業 振 興 資 金 106 971,500 125.2 420 4,045,160 101.7 3,541 21,688,703 100.6 14.8 27 145,641 160.2 14.5 

特 別 小 口 資 金 3 12,770  ― 6 22,040  ― 25 39,512 96.6 0.0 0 0  ― 0.0 

小 規 模 企 業 支 援 資 金 21 70,000 85.1 101 407,190 132.3 772 1,893,968 98.7 1.3 2 4,187 20.9 0.4 

経 営 安 定 化 資 金 1 15,000  ― 3 27,000 31.4 271 1,566,343 67.7 1.1 6 45,342 209.4 4.5 

環 境 配 慮 促 進 資 金 0 0  ― 0 0  ― 16 92,896 98.1 0.1 0 0  ― 0.0 

災 害 対 策 資 金 0 0  ― 0 0  ― 0 0  ― 0.0 0 0  ― 0.0 

創 業 支 援 資 金 7 13,500 33.3 22 58,700 44.7 293 708,755 116.0 0.5 2 3,654 355.0 0.4 

新 事 業 展 開 支 援 資 金 0 0  ― 2 8,000  ― 22 76,276 74.9 0.1 0 0  ― 0.0 

街なかリノベーション推進資金 0 0  ― 0 0  ― 0 0  ― 0.0 0 0  ― 0.0 

短 期 事 業 資 金 ※ 0 0  ― 0 0  ― 2 4,268 87.3 0.0 0 0  ― 0.0 

鹿 児 島 市 制 度 計 138 1,082,770 119.2 554 4,568,090 101.2 4,942 26,070,720 97.9 17.7 37 198,824 148.8 19.9 

合 計 511 4,774,010 110.0 1,929 19,295,705 98.6 19,057 146,882,419 93.3 100.0 155 1,001,046 121.0 100.0 

（単位：件・千円・％）

※の制度は、現在取り扱いしておりません。
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業　　種

保証承諾 保証債務残高 代位弁済

当月中 当月末（30/４〜30/７） 当月末 当月末（30/４〜30/７）

件数 金　額 前年比 件数 金　額 前年比 件数 金　額 前年比 構成比 件数 金　額 前年比 構成比

製 造 業 57 746,670 117.1 208 2,506,230 103.9 2,250 19,549,052 91.0 13.3 11 114,576 94.5 11.4 

建 設 業 168 1,479,810 92.3 600 6,065,740 86.9 5,126 40,783,753 93.5 27.8 39 314,757 174.2 31.4 

卸 売 業 30 531,500 205.5 147 2,277,550 110.9 1,467 16,363,742 89.6 11.1 12 57,792 81.1 5.8 

小 売 業 116 799,930 86.9 486 3,737,185 92.4 5,002 32,416,151 92.9 22.1 64 349,941 144.9 35.0 

運 送 倉 庫 業 18 198,300 131.8 63 839,700 124.3 623 6,620,053 92.1 4.5 3 4,123 ― 0.4 

サ ー ビ ス 業 92 755,300 134.9 336 2,980,890 110.4 3,598 23,568,656 98.2 16.0 25 146,926 71.2 14.7 

不 動 産 業 21 191,650 155.2 50 546,080 133.4 540 4,169,231 97.3 2.8 0 0 ― 0.0 

そ の 他 の 産 業 9 70,850 80.5 39 342,330 117.1 451 3,411,782 92.6 2.3 1 12,930 212.1 1.3 

合 　 計 511 4,774,010 110.0 1,929 19,295,705 98.6 19,057 146,882,419 93.3 100.0 155 1,001,046 121.0 100.0 

（単位：件・千円・％）

金　　額

保証承諾

当月中 当月末（30/４〜30/７）

件　数 金　　額 件　　数 金　　額 前年比 構成比

１００万円以下 36 32,300 102 91,050 83.6 0.5 

２００万円以下 53 95,880 253 465,820 114.8 2.4 

３００万円以下 65 186,600 220 624,620 86.0 3.2 

５００万円以下 113 514,470 425 1,963,965 105.7 10.2 

１，０００万円以下 117 952,800 411 3,388,340 86.8 17.6 

１，５００万円以下 45 598,060 142 1,914,360 110.8 9.9 

２，０００万円以下 33 642,000 159 3,043,650 83.8 15.8 

３，０００万円以下 30 825,900 136 3,741,400 109.6 19.4 

５，０００万円以下 14 594,000 56 2,331,000 118.0 12.1 

８，０００万円以下 4 232,000 23 1,546,500 90.7 8.0 

１億円以下 1 100,000 2 185,000 ― 1.0 

２億円以下 0 0 0 0 ― 0.0 

３億円以下 0 0 0 0 ― 0.0 

３億円超 0 0 0 0 ― 0.0 

合　　　　　　　計 511 4,774,010 1,929 19,295,705 98.6 100.0 
１件当平均保証金額 9,342 10,003 101.6

（単位：件・千円・％）

期　　間

保証承諾

当月中 当月末（30/４〜30/７）

件　数 金　　額 件　　数 金　　額 前年比 構成比

　　　　　　３か月以下 5 35,000 13 105,400 77.8 0.5 

　　　　　　６か月以下 14 106,250 41 372,250 57.8 1.9 

　　　　　　１年以下 26 371,200 93 1,328,600 84.8 6.9 

　　　　　　２年以下 108 714,900 402 2,782,000 102.6 14.4 

　　　　　　３年以下 18 56,630 54 256,160 67.7 1.3 

　　　　　　４年以下 4 13,800 19 158,800 284.1 0.8 

　　　　　　５年以下 77 616,800 333 2,200,490 108.8 11.4 

　　　　　　７年以下 229 2,294,130 878 10,046,600 107.3 52.1 

　　　　　１０年以下 19 369,800 60 1,379,065 68.5 7.1 

　　　　　１０年超 11 195,500 36 666,340 97.9 3.5 

合　　　　　　　計 511 4,774,010 1,929 19,295,705 98.6 100.0 
１件当平均保証期間（か月） 62.3 62.6 ー ー 

（単位：件・千円・％）

⑷ 業種別保証状況

⑸ 金額別保証状況

⑹ 期間別保証状況
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⑺ 資金使途別保証状況

⑻ 新規・継続別保証状況

⑼ 担保・無担保別保証状況

⑽ 事故原因別代位弁済状況

資金使途
保証承諾

当月中 当月末（30/４〜30/７）
件　数 金　　額 件　　数 金　　額 前年比 構成比

運 転 資 金 429 4,199,550 1,643 17,199,640 103.7 89.1 

設 備 資 金 38 233,590 123 902,300 83.4 4.7 

運 転・ 設 備 資 金 44 340,870 163 1,193,765 63.0 6.2 

合　　　　　　　計 511 4,774,010 1,929 19,295,705 98.6 100.0 

（単位：件・千円・％）

区　　分
保証承諾

当月中 当月末（30/４〜30/７）
件　数 金　　額 件　　数 金　　額 前年比 構成比

新 規 75 269,700 249 1,053,755 79.9 5.5 

継 続 436 4,504,310 1,680 18,241,950 100.0 94.5 

合　　　　　　　計 511 4,774,010 1,929 19,295,705 98.6 100.0 

（単位：件・千円・％）

区　　分
保証承諾

当月中 当月末（30/４〜30/７）
件　数 金　　額 件　　数 金　　額 前年比 構成比

担　

保

不 動 産 54 887,260 202 3,887,240 113.6 20.1 

そ の 他 1 8,000 2 72,000 180.0 0.4 

無 担 保 456 3,878,750 1,725 15,336,465 95.2 79.5 

合　　　　　　　計 511 4,774,010 1,929 19,295,705 98.6 100.0 

（単位：件・千円・％）

区　　分

代位弁済

当月中 当月末（30/４〜30/７）

件数 金額 構成比 件数 金額 前年比 構成比

売 上 ・ 受 注 の 減 少 31 316,682 78.1 85 648,483 117.0 64.8 

競 争 激 化 1 3,292 0.8 11 78,123 285.1 7.8 

取 引 先 の 倒 産 0 0 0.0 0 0 ― 0.0 

回 収 困 難 2 11,935 2.9 20 117,579 422.8 11.7 

事業拡張　設備投資過多 0 0 0.0 5 34,177 483.3 3.4 

金 融 困 難 0 0 0.0 1 1,003 2.6 0.1 

経 営 管 理 の 放 漫 0 0 0.0 3 12,269 76.7 1.2 

災 害・事 故・そ の 他 5 12,241 3.0 18 42,126 114.0 4.2 

保 証 人 事 故 1 1,481 0.4 3 7,333 13.5 0.7 

不 明 9 59,953 14.8 9 59,953 100.9 6.0 

合 　 　 計 49 405,584 100.0 155 1,001,046 121.0 100.0 

（単位：件・千円・％）

1　保証相談窓口
　当協会では，信用保証のご利用に関するご相談をはじめ，制度融資についてのご案内・ご相談や金融面から
の経営相談を常時お受けしています。この相談窓口は，保証部と経営支援部に設けておりますので，お気軽に
お越しください。
　なお，お越しいただく際，決算書等の資料をお持ちいただければ，より具体的なご相談に
応じることができます。ぜひご利用ください。

お問い合わせ

【保　証　部】　電話番号　　　０９９－２２３－０２７１
　　　　　　　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）
【経営支援部】　電話番号　　　０９９－２２３－０２７４
　　　　　　　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

2　特別相談窓口等
　当協会では，取引先の倒産，災害，金融機関の破綻などによって経営の安定に支障を来している中小企業者
のために，特別相談窓口等を設置し，ご相談をお受けしています。
　平成30年８月15日現在，次の特別相談窓口等を設置しています。この特別相談窓口等は保証部と経営支援
部に設けてありますので，お気軽にご相談ください。

○タカタ株式会社関連相談窓口　　　　　　○霧島山の火山活動関連相談窓口
○皮革等相談窓口　　　　　　　　　　　　○賃金水準上昇対策相談窓口
○英国におけるＥＵ残留・離脱を問う国民投票の結果の影響関連相談窓口
○平成28年台風第16号に係る中小企業者向け金融相談窓口
○東日本大震災に関する特別相談窓口
○平成28年熊本地震による災害に関する特別相談窓口 

お問い合わせ

【保　証　部】　電話番号　　　０９９－２２３－０２７１
　　　　　　　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）
【経営支援部】　電話番号　　　０９９－２２３－０２７４
　　　　　　　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

3　経営再生支援相談窓口
　当協会では，経営改善や事業再生に関するご相談を常時お受けしています。この相談窓口は，経営支援部に
設けておりますので，お気軽にお越しください。
　なお，お越しいただく際，決算書等の資料をお持ちいただければ，より具体的なご相談に応じることができ
ます。ぜひご利用ください。

お問い合わせ

　電話番号　　　０９９－２２３－０２７４
　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

4　苦情相談窓口
　当協会では，信用保証に関する苦情・質問などのご相談を常時お受けしています。
　お客様の声を真摯に受け止め，まごころをこめて対応いたします。
　お気軽にご意見やご要望などをお寄せください。

お問い合わせ

　電話番号　　　０９９－２２３－０５３０
　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

5　金融機関紹介窓口
　当協会では，金融機関が十分な融資を行えない場合に，当協会が中小企業者に対して他の金融機関を紹介し
ます。
 ●  紹介に当たっては，メイン銀行その他取引金融機関の支援方針の把握に可能な限り努め，金融秩序の乱れを

招くことのないよう，資金の必要性について十分な把握を行います。
 ●  紹介を行う中小企業者に対しては，紹介した金融機関における融資が確約されるものではなく，金融機関に

おける審査がある旨を説明します。

紹介窓口専用ダイヤル

　電話番号　　　０９９－２２３－７７５５
　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

相談窓口のご案内

ⓒpref.kagoshima
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1　保証相談窓口
　当協会では，信用保証のご利用に関するご相談をはじめ，制度融資についてのご案内・ご相談や金融面から
の経営相談を常時お受けしています。この相談窓口は，保証部と経営支援部に設けておりますので，お気軽に
お越しください。
　なお，お越しいただく際，決算書等の資料をお持ちいただければ，より具体的なご相談に
応じることができます。ぜひご利用ください。

お問い合わせ

【保　証　部】　電話番号　　　０９９－２２３－０２７１
　　　　　　　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）
【経営支援部】　電話番号　　　０９９－２２３－０２７４
　　　　　　　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

2　特別相談窓口等
　当協会では，取引先の倒産，災害，金融機関の破綻などによって経営の安定に支障を来している中小企業者
のために，特別相談窓口等を設置し，ご相談をお受けしています。
　平成30年８月15日現在，次の特別相談窓口等を設置しています。この特別相談窓口等は保証部と経営支援
部に設けてありますので，お気軽にご相談ください。

○タカタ株式会社関連相談窓口　　　　　　○霧島山の火山活動関連相談窓口
○皮革等相談窓口　　　　　　　　　　　　○賃金水準上昇対策相談窓口
○英国におけるＥＵ残留・離脱を問う国民投票の結果の影響関連相談窓口
○平成28年台風第16号に係る中小企業者向け金融相談窓口
○東日本大震災に関する特別相談窓口
○平成28年熊本地震による災害に関する特別相談窓口 

お問い合わせ

【保　証　部】　電話番号　　　０９９－２２３－０２７１
　　　　　　　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）
【経営支援部】　電話番号　　　０９９－２２３－０２７４
　　　　　　　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

3　経営再生支援相談窓口
　当協会では，経営改善や事業再生に関するご相談を常時お受けしています。この相談窓口は，経営支援部に
設けておりますので，お気軽にお越しください。
　なお，お越しいただく際，決算書等の資料をお持ちいただければ，より具体的なご相談に応じることができ
ます。ぜひご利用ください。

お問い合わせ

　電話番号　　　０９９－２２３－０２７４
　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

4　苦情相談窓口
　当協会では，信用保証に関する苦情・質問などのご相談を常時お受けしています。
　お客様の声を真摯に受け止め，まごころをこめて対応いたします。
　お気軽にご意見やご要望などをお寄せください。

お問い合わせ

　電話番号　　　０９９－２２３－０５３０
　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

5　金融機関紹介窓口
　当協会では，金融機関が十分な融資を行えない場合に，当協会が中小企業者に対して他の金融機関を紹介し
ます。
 ●  紹介に当たっては，メイン銀行その他取引金融機関の支援方針の把握に可能な限り努め，金融秩序の乱れを

招くことのないよう，資金の必要性について十分な把握を行います。
 ●  紹介を行う中小企業者に対しては，紹介した金融機関における融資が確約されるものではなく，金融機関に

おける審査がある旨を説明します。

紹介窓口専用ダイヤル

　電話番号　　　０９９－２２３－７７５５
　受付時間　　　９：００～１７：１５（土・日曜日及び祝日は除く。）

相談窓口のご案内

ⓒpref.kagoshima
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経営・再生サポートチームリーダー兼事業承継サポートチームリーダー  本田　浩二
3歳の娘が，寝かしつけしなくても眠れるようになりました。
おかげで，『平日から赤ワインを飲みつつＴＶを見る』という，細やかですが，まった
り・優雅な時間を満喫中です。

息子がクワガタとカブト虫を育てています。今年は卵からたくさん成虫になり、衣装
ケースを購入。たまに、夜中脱走して家の中を飛んでいます。一瞬ゴキブリと見間
違えることも…。　

創業サポートチームリーダー  田口　明美

園田　吉隆
サッカーＷ杯も終わりました。男だらけの経営・再生サポートチームでは，毎日この
話題で盛り上がり，業務においても「ＶＡＲ」並みの上司のチェックを受けています。

今年度より出水，阿久根，川内等北薩方面を担当させて頂きます。
面談，訪問等でお邪魔させて頂いた際は高カロリーな話に偏るかもしれないですが，ビジュアルで
察して頂ければ幸いです。よろしくお願いいたします！！
先日，第一子（♀）が誕生しました。自分が抱くとき，たまに泣きべそをかきながら必死に左胸を吸お
うとしている娘を見ていると，母乳が出ない自分に無力感を感じ，やるせない気持ちになります。

松山　翔一郎

「来て嬉し　帰って嬉し　孫の顔」　孫の相手は体力勝負。
5人の孫の成長に負けまいと、日々のウォーキングに加え”筋トレ”を始めたところ
です。　

内村　浩

上原　研二
１２月に開催予定のランニング桜島（ハーフマラソン）にエントリーしました！走った
後のせんべろを楽しみに頑張ります！笑

鎌田　良太
最近の慶事は小学校からの友人が結婚したこと。付合いのある友人では最後の結
婚式になると思うので，いつものメンバーと盛大に，浴びるほど飲んできます。

今，イニエスタ選手が気になっています。早速ヴィッセル神戸のサポータークラブへ
加入しました。ノエスタで観戦するのが楽しみです！
それとイニエスタワイン。もちろんスペイン産です。

久見木　聡

ギャランティー通信ギャランティー通信 創業・経営支援課メンバー
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創業・経営支援課

ギャランティー通信ギャランティー通信
KAGOSHIMA Guarantee News 2018

今回は，今年の組織再編により大所帯となった創業・経営支援課の紹介です。
創業支援，BKミーティング，専門家派遣，事業承継支援など，最も注目を浴びるセクションは，今が旬。アクティブ
に県内を駆け回る，特色のあるメンバーが集結しています。

創業・経営支援課長の宮路です。
金融機関はじめ関係機関の皆さまには，日頃より大変お世話になっております。
創業・経営支援課では，今年度より「創業サポートチーム」「経営・再生サポートチーム」
「事業承継サポートチーム」の３チーム体制で，金融支援はもとより経営支援を行うこと
で地域経済の発展や活性化に貢献できるように，支援業務の積極的な推進に取組んで
おります。
また，従来から実施していた国の補助事業である専門家派遣事業に加え，今年度より協
会独自の専門家派遣事業を開始する等，利便性向上にも取組んでおります。
創業及び経営支援に関しまして，ご不明な点やご質問等がございましたらお気軽に担
当者までご照会ください。

創業・経営支援課長
宮路　賢一

創業サポートチーム

経営・再生サポートチーム
事業承継サポートチーム



鹿児島県信用保証協会は鹿児島ユナイテッドFCのオフィシャルスポンサーです
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親しみやすく，読みたくなる紙面を提供するため，
今回は支店長さんにご協力いただき，

地域や支店などのインタビュー記事を掲載しました。
コーナーは四半期掲載となりますが、第二弾をお楽しみに。


